
運転中は携帯電話禁止！
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交通安全教育報告書

取 組 名 交通安全街頭指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 通学路の危険箇所における交通指導

学 校 名 大分県立高田高等学校

取 組 の 概 要

１ ねらい

通学路における危険要注意箇所において、交通ルール、交通マナー（特に一旦停止や左右

確認）を徹底するように指導することにより、登下校時の事故を防止する。

２ 実施期間

各学期２回（交通安全旬間中は３日間、その他１日）

３ 実施時間帯

７：４０～８：００

４ 場所

①正門前 ②渕書店前 ③中園楽器店前 ④志手町交差点 ⑤選果場前交差点

５ 活動内容

担当教員と各クラスの交通委員を各場所に割り振りし、一時停止や左右確認の指導を行う。

（交通安全旗や横断旗を持参する。）
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交通安全教育報告書

取 組 名 道路交通委員の委員会活動 分類 生徒会活動

取組の特徴 道路交通委員による交通安全啓発活動

学 校 名 大分県立杵築高等学校

取 組 の 概 要

１ ねらい

○ 生徒が主体的に交通安全啓発活動を行うことで、生徒の交通安全に対する意識の高

揚を図る。

２ 日 程

○ 毎月１回（年間１２回）

早 朝 → 交通安全の呼びかけ

昼休み → 自転車の安全点検

３ 方 法

○ 早朝に交通安全の呼びかけを行う。

○ その日の昼休み自転車の車体検査を実施し、安全点検をする。

○ 整備不良の車体については連絡を入れ整備を促す。

４ 効 果

○ のぼりを準備した生徒が登校時に校門での 呼 び か け を 行 う こ と で ， 交 通

安 全 へ の 意 識 を 可 視 化 す る こ と が で き た 。 それにより、生徒の交通安全意識

は高まっており、自転車事故が、昨年より減少している。

○ 整備不良の自転車はほとんどなく、安全に登下校できている。
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交通安全教育報告書

取 組 名 交通自治委員の委員会活動 分類 生徒会活動

取組の特徴 交通自治委員による街頭交通指導、交通安全啓発運動

学 校 名 大分県立山香農業高等学校

取 組 の 概 要

１ ねらい

交通自治委員が主体的に校内、地域に対して交通安全啓発活動を行うことで、交通安全に対す

る意識の高揚をはかる。

２ 方 法

交通自治委員による年４回の街頭交通指導、交通安全啓発活動の実施。

３ 交通自治委員による街頭交通指導、交通安全啓発活動

本校では、交通自治委員による年間 4 回の街頭交通指導および交通安全啓発活動を実施してい

る。

春・夏・秋・年末年始の全国交通安全運動期間中に合わせて３～４日間、午前７時３０分から

８時までの３０分間主要通学路の交差点にて本校生徒に対しては街頭交通指導、挨拶（おはよう

ございますの声かけ）の呼びかけ、地域の方々に対しては幟旗を持ち交通安全啓発運動を行って

いる。
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交通安全教育報告書

取 組 名 通学用自転車の車体検査 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒指導部自転車通学生係の教師が通学用自転車の点検を行う

学 校 名 大分県立別府青山高等学校

取 組 の 概 要

１ 日時

○ 年に 2 回（5 月、10 月）実施

○ 実施時間は、放課後

２ ねらい

ブレーキ、反射鏡、照明等を点検し、整備を勧めることによって、自転車通学生の

安全を確保する。

３ 活動内容

不備のある自転車や無届けの自転車を記録し、前者は、整備が終わり次第再検査、

後者は、申し出があるまで預かる。申し出があり次第、届け出をさせ通学許可を出す。

４ 効果

整備の悪い状態で事故を起こしたり、無灯火での夜間走行による危険があったな

どの事例は起きていない。
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交通安全教育報告書

取 組 名 風紀委員による自転車の整列 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒が行う通学用自転車の整列と挨拶運動

学 校 名 大分県立大分商業高等学校

取 組 の 概 要

１ 日時

○ 毎学期に一週間（５日間）ずつ実施

一学期・・・６/１７（月）～２１（金）

二学期・・・１２/９（月）～１３（金）

○ 実施時間は、７：５０～８：１５

２ ねらい

○ 駐輪場の自転車整列をはたらきかけるとともに、ステッカーのない自転車や不良な自転車

がないか等の点検も併せて実施する

○ 自転車の整列を促すことで校内の環境整備につとめるだけでなく、安全な自転車通学を意

識させる

○ 同時に挨拶運動も実施する

３ 活動内容

○ 各クラスの風紀委員（２名）が、該当学年の自転車置き場を巡回しながら整列を呼びかけ、

ステッカーのない自転車や不良な自転車を担当教員に連絡する。

○ 風紀担当教員は不備の状況に応じて、各学年や生徒指導部と連携を図りながら改善を進め

る。

○ 風紀委員から積極的に大きな声で挨拶を交わす

４ 効果

生徒自身が行う活動であり、よりよい学校づくりを自主的に進める態度を育てることにつな

がる。
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交通安全教育報告書

取 組 名 風紀委員による通学用自転車の整備・点検 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒自身が行う通学用自転車の点検活動

学 校 名 大分県立芸術緑丘高等学校

取 組 の 概 要

１．日時

○ ２ケ月に１回程度、通年で実施

○ 実施時間は終礼後、１５：５０～１６：１０

２．ねらい

○ 自転車通学の安全性を確保するために、ブレーキ、ライト、チェーンのゆるみを

重点的に点検する。

○ 届けを出した自転車を利用しているか確認するために、ステッカーの点検も行う。

３．活動内容

○ 各クラスの風紀委員（２名）が、該当クラスの自転車を点検する。自転車

通学者は自転車置き場付近からライトを点灯し、坂を下り、指示した場所で急ブレ

ーキをかける。風紀委員１名がチェーンのゆるみ等も合わせて点検し、他の風紀

委員が記録する。

○ 生徒指導部の交通担当の教員（３名）は、担当学年の検査に立ち会う。違反や

不備の自転車所有者に改善指導をする。

４．効果

生徒自身が行う安全走行のための点検活動であり、安全安心な学校生活の醸成

に自らが協力しているという自主的な態度を育成することにつながる

１０月の「自転車検査」の様子
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交通安全教育報告書

取 組 名 交通自治委員会の活動 分類 生徒会活動

取組の特徴 大分市役所、大分東警察署と連携した交通安全啓発活動

学 校 名 大分県立大分鶴崎高等学校

取 組 の 概 要

１ ねらい

交通自治委員が主体的に交通安全啓発活動を行うことで、生徒の交通安全に対する

意識を高める。

２ 活動内容

（１）交通自治委員による登下校時の交通安全呼びかけ運動

（前期(６月)・後期（１月）各１回実施）

（２）交通自治委員長・副委員長による登校時の立哨・声かけ活動

（毎週水曜日朝７：２０～７：４０、別保橋交差点）

３ 取組の特徴

本校は、２５年度大分市の交通安全モデル校と大分東警察署の交通安全推進校の指

定を受けており、２の（１）については、三者（大分市職員、大分東警察署員、本校職

員と生徒会）合同で取り組んだ。その様子は、本校ＨＰ６月１４日「下校時の自転車安

全利用協働広報活動」に掲載している。
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交通安全教育報告書

取 組 名 自転車マナーアップの規範意識の醸成活動 分類 生徒会活動

取組の特徴 学校全体(生徒会・部活動生徒・PTA)として取組む交通啓発活動

学 校 名 大分県立情報科学高等学校

取 組 の 概 要

１ ねらい

自転車の交通ルールの周知・マナーアップの啓発を図るとともに、自転車の安全利用およ

び地域における駐輪場の適正利用の呼びかけや整備を積極的に行うことにより、社会の一員

としての自覚を持たせ交通事故の抑止を図ることを目的とする。

２ 方法

○ 生徒会による自転車の車体検査を実施

日時 ５月７日(火曜)放課後(１５：４５～１６：２０)

対象 自転車通学生徒

場所 自転車置き場および駐車場

内容 検査項目 ブレーキ・ライト・ベル・ステッカー・改造等

○ 指導部通信により交通規範意識を醸成

○ ＰＴＡの協力の下、学校正門付近において毎朝の交通指導および年間を通じて職員によ

る放課後の交通指導を実施
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交通安全教育報告書

取 組 名 交通委員の坂ノ市駅駐輪場の整備における整備不良等の点検 分類 生徒会活動

取組の特徴 交通委員における駐輪マナーアップの啓発活動

学 校 名 大分県立大分東高等学校

取 組 の 概 要

１ 実施日時

○ 平成２５年１１月から平成２６年３月の間に２回程度実施する。

○ 今回は平成２５年１２月６日金曜日 放課後１６：００～１６：４５実施した。

２ ねらい

○ 生徒総会における交通委員が提案した活動内容の一環として。

○ 公共の場所である駅の駐輪場を整備することで、自転車の整列をはたらきかける。

○ 駐輪マナー違反、整備不良、改造自転車がないかチェックを行う。

○ 盗難防止のためのツーロック確認を行う。

３ 活動内容

○ 各クラスの交通委員（２人）が坂ノ市駅駐輪場を巡回して、指定枠をはみ出して駐輪してい

るものやマナー違反の駐輪をきちんと整列させていく。

○ 違反者はステッカー番号を担当教員に報告、番号から持ち主を探して後日指導を行う。

４ 効果

○ 生徒自身が考えて実行できた活動であり、駅に駐輪する生徒の数が予想以上に多かったこと

に驚いていた。

○ 駐輪マナーやツーロックを守れていない者が多く、参加した生徒は、啓発活動を進めていき

たいと感じていたようだ。
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交通安全教育報告書

取 組 名 交通講話ならびに交通安全の啓発活 動 分類 生徒会活動

取組の特徴
・全校生徒に向けてマナーアップ講習会

・登校時の生徒、教職員による交通安全啓発活動

学 校 名 大分県立野津高等学校

取 組 の 概 要

１ 全校生徒に向けてマナーアップ講習会

○ 実施日 平成２５年１１が宇１５日（金）７限

○ 内 容 ・１２月より自転車に対する道路交通法改正について

・地域の交通事情（通行危険区域や事故多発地域）

・事故の傾向について（自転車事故等最近増加中の事故や防止策）

○ ねらい ・新しい道路交通法を知ることで、より安全な運転をする能力を養う。

・地域で事故の多発する場所を把握し注意を喚起することで、事故を未然

に防止する。

・交通事故の最近の傾向を知ることで、事故に遭わない安全な行動を取る

態度を身につけさせる。

２，交通安全啓発活動

○ 毎週２回（火曜日・金曜日）登校時に生徒会を中心に実施

実施時間 ７：５０～８：１０（２０分間 ）

○ 毎月２回（１日・２０日）登校時に職員・生徒により実施

実施時間 ７：５０～８：１０（２０分間 ）

３，効果

○ 地域の交通時事故状況等を把握することで、何げない行動が場所や時間によっ

て事故に結びつく事を理解し、自ら注意していても事故は起こる事があること

を意識させることができた。

○ 生徒自ら啓発活動に取り組ませることにより、交通ルールを守り通学することが

できようになった。

４，自転車点検

○ 自転車通学生に対して、年度初めにツーロックやブレーキ･ライト点検などの啓発活

動を行った。

○ 自転車通学生に対して、１２月に道路交通法改正に伴う、通学路の確認を行った。
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交通安全教育報告書

取 組 名 自転車完全左側通行への取り組み 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒会・PTA と協力した交通安全指導

学 校 名 大分県立佐伯鶴城高等学校

取 組 の 概 要

１ ねらい

自転車の完全左側通行への取り組みを通して、生徒の交通安全に対する意識の向上と

マナーアップを図る。

２ 方法

風紀委員にアンケートを依頼し、それをもとに駐輪場を決める（朝の登校時、校門前

を通行しないようにするため。本校駐輪場は大きく分けて２カ所あり、それまではクラス

単位で配置していた）。

また、生徒会風紀委員や保護者と協力し、交通指導を行った。

３ 指導内容

・生徒指導部通信「凜」にて今回の方針を確認した。

・全校集会を開き、道路交通法の改正内容と今後の取り組みを確認。同時に交通事故の

多発について注意をした。

・１２月２日～７日の朝、生徒会風紀委員と生徒指導部職員で交通指導および駐輪指導

を行った。

・１２月２日～７日の夕方、保護者（PTA 総務）と生徒指導部職員で交通指導を行った。

特に無灯火や並進について指導した。

・生徒指導部通信「凜」にて今回の取り組みの様子を確認した。
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交通安全教育報告書

取 組 名
交通委員による自転車の整備・施錠点検及び校外での交通

分類 生徒会活動
マナーの啓発活 動

取組の特徴
交通委員会が行う通学用自転車のマナーアップおよび施錠・整備点検活動。

また、佐伯市民の交通マナーの気鋭初活動等

学 校 名 大分県立佐伯豊南高等学校

取 組 の 概 要

１．日 時

○年間を通じて、校内と校外で交互に活動（月に１～２回程度）。

○実施時間は、校内（１２：４５～１３：１０）

校外朝の場合（７：５０～８：２０）

校外放課後 （１６：００～１６：５０）

２．ねらい

○駐輪場の整備・整頓及び改造自転車の確認・施錠確認（２ロック）

○点検を進める事によって、豊南生自身の安全性の確保。

○本校の生徒だけではなく、地域の安全性の向上。

３．活動内容

【校内】

○各クラスの交通委員（ ２ 人 ） が 、 該 当 学 年 の 自 転 車 置 き 場 を 巡 回 し 、

改 造 自 転 車 ・ 無 届 け 自 転 車 ・ 施 錠 確 認 等 が な い か 記 録 し 、 交 通 委

員 長 ・ 副 委 員 長 が 取 り ま と め て 、 担 当 教 師 に 伝 達 す る 。（ 放 課 後 該

当 生 徒 を 呼 び 出 し 指 導 す る ）

○不備の状況に応じて、学年・担任との連携を図りながら改善指導をする。

【校外】（通学路に立ち、啓発活動及び生 徒 が 立 ち 入 る 商 業 施 設 の 駐 輪 場

等 の 巡 回 ）

○駐輪の状況や無施錠の自 転 車 ス テ ッ カ ー 番 号 を 記 録 し て お い て 、後 日 、

担 当 教 師 が 該 当 生 徒 を 呼 び 出 し 指 導 す る 。

○学校前の交差点及び正門での挨拶運動・自転車マナーの啓発活動。

４．効 果

○生徒の代表が行う点検・啓発活動であり、よりよい安全教育・交通マナーの

向 上 を 進 め 、 問 題 を 生 徒 自 ら が 解 決 し て い く 態 度 を 育 て る

○交通委員で、駐輪場のラインを入れた結果、整列状況は良くなった。

（自クラスの出席番号順に駐車している）
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交通安全教育報告書

取 組 名
生徒会交通委員による駐輪場における通学自転車の状況

分類 生徒会活動
を確認する活動

５の倍数日の登校時間帯に駐輪場にて各クラスの交通員が交通委員のオレン

取組の特徴 ジベストを着用して駐輪状況や整備状況の確認し、クラス毎の駐輪状況や整

備状況を記入シートに記録する。

学 校 名 大分県立佐伯鶴岡高等学校

取 組 の 概 要

(１)活動日時

・祝祭日や休日および定期考査や特別な行事などの日を除く５の倍数日

（各月の５日・10日・15日・20日・25日・30日）

・実施時間は活動日の登校時間帯（8:10～8:25）

(２)ねらい

・駐輪場での整列が整然となされ、施錠された状態で駐輪する。

・整備不良の車両を無くし、安全運転に寄与する。

(３)活動内容

・駐輪場において、各クラスの交通委員がクラスの駐輪場の駐輪状況を確認し、駐輪状

態が悪い生徒に整列するよう呼び掛ける。

・改造自転車や整備不良の車両をチェックし、次回の状況を確認する日に整備されてい

るかの確認作業を行う。

・以上の活動を総じて啓発活動も併せて行う。

(４)効果

・車両整備を呼び掛けることで、交通安全の意識を高揚させた。

・通学自転車の駐輪状況を整然とすることで、交通安全の意識を向上させる環境づくり

ができた。

・道路交通法の改正に伴い、自転車は軽車両であることを認識する事で、過去の自転車

事故やその判例から、交通ルールを遵守する態度を涵養させた。

１．整備状況のチェック ２．整列の 呼 び 掛 け
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取 組 名 街頭交通安全指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 日田市内の高校５校による合同の交通安全の呼びかけ

学 校 名 大分県立日田高等学校

取 組 の 概 要

１ 日時

平成２６年１月１０日（金） ７：４５～８：１５ （現時点で実施予定）

２ 参加者

日田市内の高校５校の生徒会交通安全に関する委員会、担当教職員、日田警察署

３ ねらい

警察や教職員だけでなく、生徒会の呼びかけによって、高校生の高越安全への意識をよりい

っそう高め、事故の発生を防ぐことを図る。

４ 効果

通勤・通学時間帯の状況と交通マナーを生徒会の役員が実際に見、呼びかけをすることで、

今後の交通安全にむけた取り組みへの動機付けにつながることが期待できる。
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交通安全教育報告書

取 組 名 ロックの日における交通マナーアップと整備不良改善の呼びかけ 分類 生徒会活動

日田警察署とタイアップし、毎月１５日前後を「ロックの日」と設定し、

取組の特徴
①自転車施錠率アップを目的としたポスター掲示

②交通マナーアップと自転車整備不良改善の呼びかけ

③駐輪場とその周辺の美化活動 を行う

学 校 名 大分県立日田三隈高等学校

取 組 の 概 要

１．日時

・毎月１５日を「ロックの日」と設定し、駐輪場周辺にて実施。

２．内容

・本校は駐輪場が学校敷地外にあるため、①が主になっているが、ポスターを生徒が

掲げながら、②の呼びかけを駅～駐輪場周辺にかけておこなっている。また美化活

動を行うことで盗難等を誘発しない環境を整備している。美化活動は２週間に１回

は実施している。

・日田警察署の協力の下、無施錠の自転車をチェックし、事後指導をおこなう。

３．効果

・施錠率が年々アップしている。施錠率アップに伴い学期に１度実施している自転

車車体検査における整備不良自転車数は減ってきている。また今年度は自転

車による加害、被害事故、違反は現時点で０である。つまり、施錠率アップ

と整備不良と事故、違反は関連性が強いと認識できる。引き続き美化活動も

実施しながら、登下校の安全意識を高めていきたい。
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取 組 名 交通安全委員会「交通安全の日」 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒が行う「交通安全」呼びかけ活動

学 校 名 大分県立中津南高等学校

取 組 の 概 要

１ ねらい

○ 本校で多発する自転車事故等による「交通事故」を生徒自らの活動で減少させる。

２ 活動内容

○ 毎週、火・木曜日を「交通安全の日」と位置づけ、７時２０分から７時４５分の２０分間、

校門・東門に交通安全委員が立って生徒へ「交通安全」を呼びかけている。

○ 校舎に入って、一番目立つ場所に「今月の交通事故件数」を掲示して、生徒に本校生徒の

交通事故に遭った件数を知らせることで交通安全の重要さをアピールし、生徒に交通安全の

意識につながることを目標に活動している。

３ 効果

今年４月から交通事故件数は、９件と前年とほぼ同じで推移しているが、生徒の交通安全に

対する活動は本校では活発に活動している。

まずは、生徒自らが企画し、検討を重ね、実行することに意義がある。交通安全委員会が、

どうしたら生徒が交通安全のマナーを守り「交通事故」を減らすことができるかなどを放課後、

話し合う様子が見受けられるようになった。もっと「委員会活動」を活発にすることで「交通

安全」の意識は全生徒に広がると考えている。
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交通安全教育報告書

取 組 名 生徒会役員および交通委員・ＰＴＡ交通係による登校指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒会役員および交通委員による交通安全啓発活動

学 校 名 大分県立中津南高等学校耶馬溪校

取 組 の 概 要

１ ねらい

生徒会役員および交通委員が主体的に交通安全啓発活動を行うことで、生徒の交通安

全に対する意識の高揚を図る。

２ 方 法

生徒会役員・交通委員による交通安全の呼びかけおよび交通安全啓発ポスターづくり

３ 生徒会役員・交通委員による交通安全啓発活動

本校では、生徒の主体性を重視し生徒会役員と交通委員による交通安全啓発活動を実

施している。主な活動内容は、月に１回の登校指導に合わせて生徒会役員・交通安全委

員・ＰＴＡ役員・職員が正門前に立ち通学生徒への交通安全を呼びかけることや、交通

安全啓発のポスターづくりをして生徒の交通安全に対する意識の高揚を図っている。
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取 組 名 平成２５年度中津北高等学校交通指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 教員・保護者・生徒会（役員及び各クラス風紀委員）による交通マナー啓発

学 校 名 大分県立中津北高等学校

取 組 の 概 要

１ 日時

○ １ヶ月に２回程度、通年で実施

○ 実施時間は ７：５０～８：１０

２ ねらい

○ 交通マナー遵守の啓発活動

・並進、二人乗り等（危険行為）禁止

・雨天時の傘さし運転禁止

・送迎による交通渋滞をなくす指導

３ 活動内容

○ 保護者（ＰＴＡ総務の役員２６名のうち輪番で）６名、教員５名、生徒会役

員２名、風紀委員３名の計１６名で、学校周辺の通学路（危険箇所）５カ所に分か

れてマナー指導をする。

○ 腕章やたすきを身につけて交通マナーを呼びかける。

○ それぞれ指定の場所に於いて交通指導日誌（教員用・保護者用）を記入し、気づ

いたことなどや、注意すべき点を挙げてもらい生徒に注意喚起を促す。

４ 効果

○ 保護者も指導に加わる事によって生徒の交通マナーの実態が直接伝わる。

○ 生徒自身による声かけにより、日頃の交通マナーについて自覚する。
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交通安全教育報告書

取 組 名 生徒会・ルーム長あいさつ運動 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒会の執行部・各クラスルーム長を中心とした取組

学 校 名 大分県立中津東高等学校

取 組 の 概 要

４月１５日(月)～１９日(金)の７時５０分からの生徒の登校時間帯に、生徒会執行部

の生徒が、登校する生徒へ、朝のあいさつと交通マナーを守るよう声かけを実施。

５月１４日（火）～１６日（木）の生徒登校時間帯に、朝の声かけと交通マナーの遵

守を呼びかけた。

両取り組みとも各学期に、２回程度実施した。
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取 組 名 交通委員の通学用自転車の整備・点検 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒自身が行う通学用自転車の自己点検活動

学 校 名 大分県立中津東高等学校

取 組 の 概 要

１ 日時

○ 各学期に１～２回程度実施

○ 実施時間は、昼休み時間帯

２ ねらい

○ 駐輪場の自転車整列をはたらきかけ、ステッカーの有無や改造自転車がないか等の点検も併

せて実施する。

○ 自転車の整備を進めることによって、自転車通学の安全性を確保する。

３ 活動内容

○ 各クラスの交通委員（２人）が、該当学年の自転車置き場を巡回しながら、改造自転車、無

届け自転車、ステッカーの無い自転車等を記録し、その結果を交通指導担当教員に伝える。

○ 交通指導担当教員は、不備の状況に応じて、各学年との連携を図りながら改善指導を進めて

いく。

４ 効果

生徒自身が行う生徒のための点検活動であり、よりよい学校生活づくりを進め、協力して問題

を解決しようとする自主的、実践的な態度を育てることにつながる。
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交通安全教育報告書

取 組 名 安全瓢箪ストラップ「まもるくん」配布 分類 生徒会活動

取組の特徴 全校生徒及び全職員で行う交通安全の呼びかけ運動

学 校 名 大分県立中津東高等学校定時制

取 組 の 概 要

１．配布日時 平成２５年１２月１８日（水）

午後７時３０分～午後８時１５分

２．目的

交通事故防止における、安全運転の呼びかけと、生徒自身が交通ルールを守る意識

の高揚に努め、地域への交通安全啓発活動の一環とする。

３．瓢箪ストラップ

瓢箪ストラップとは、７年前より生徒が作った瓢箪を何かの形で残す方法を検討し

た。ストラップとして安全運転の車につけるアクセサリーを造り、配布する活動を生徒

会が行ったことが、現在の形に繋がっている。

以前は、生の瓢箪であったが、今は機械科鋳造実習でアルミ缶からアルミを取り出

し、型に流し込み瓢箪を造る。商業科でビーズ作業を行い、ストラップの装飾をし

て完成させる。

４．配布について

毎年生徒会行事として、１２月の交通安全週間を利用して、全校生徒・職員で中津

市内の交差点や駅のコンコースにて配布する。中津警察署や中津駅鉄道警察の協力指導

を受け、２５０個の交通安全ストラップの配布を行う。

５．効果

授業（機械科実習）の成果も含め生徒自ら安全運転の呼びかけを行うことで、定時

制高校の活動の一環を地域の方々に認識していただくとともに、自らが交通ルールや安

全運転に関しての規範意識を高めることに繋がる。

中津駅交番前に集合 中津駅南口にて配布 中津駅北口ロータリーにて

中津駅南口配布準備 配布終了集合
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取 組 名 登校指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒による交通安全・登校指導

学 校 名 大分県立中津東高等学校定時制

取 組 の 概 要

１．日時

平成２５年７月１６日（火）～７月１８日（木）

午後５時００分～午後５時５５分

２．目的

○ 年間通して各学期に登校指導を行い、登校状況を生徒自らが把握する。

○ 登校状況を把握し、校内集会での啓発活動の資料とする。

３．内容

○ 校内生徒に呼びかけ、職員の班編制に会わせて生徒を配置して、正門での安全に

登校することの呼びかけを行う。

○ 自転車の並進や二人乗り・携帯使用運転などの違反行為の呼びかけを行う。

４．効果

生徒自らが行うことで、注意しても角が立たずよかったと思う。また、生徒の実

態が自分たちで把握でき、集会や生徒会からの話に利用でき、安全に登校する意識

が高揚できたのではないかと思う。
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取 組 名 街頭交通安全指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 月に１度、職員、交通自治委員、PTA と連携しての交通安全啓発運動

学 校 名 大分県立宇佐高等学校

取 組 の 概 要

通学路における危険地区８か所（主要交差点、見通しのよくない交差点、歩道がない直線道路、

小学生との通学路が重複する場所等）において、街頭交通安全指導を行う。

下の写真は、宇佐神宮入り口交差点における交通自治委員による啓発活動の様子。
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交通安全教育報告書

取 組 名 街頭交通指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 交通自治委員による交通安全啓発活動

学 校 名 大分県立宇佐産業科学高等学校

取 組 の 概 要

１ 日時

１ヶ月に１回程度、通年で実施

実施時間は７：４０～８：２０

２ ねらい

交通自治委員が街頭に立ち、交通安全啓発活動を行うことで、生徒の交通安全に対する意識

の高揚を図る。

３ 方法

交通自治委員による交通立哨を学年毎に実施。

今年度は、１０月と１１月のみ西部中学校と連携して取り組んだ。

４ 交通自治委員による交通安全啓発活動

学校付近の国道沿い交差点で交通立哨を行い、通学生徒への交通安全意識の高揚を図るとと

もに、旗により国道を通行する車や自転車への交通安全の呼びかけを行う。
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取 組 名 登校指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 交差点では一時停止を絶対する運動を通して自転車マナーの向上を図る取組

学 校 名 日本文理大学附属高等学校

取 組 の 概 要

１ 日時と場所

本校校舎前 毎日（月曜日～金曜日） ８時～８時２０分

寮生通学路 毎月２回（１日、２０日） ７時３０分～８時

２ ねらい

（１）改造自転車の有無の確認

（２）走行時のマナーの向上（スピードを出しすぎ、路側帯の右側走行の有無）

（３）横断歩道前に一時停止させ、歩いて横断する運動を推奨

３ 活動内容

（１）本校校舎前は、風紀委員が交代（２～３名）で、交差点前に立ち、生徒と挨拶を交

わし、一時停止をさせている。また、交通安全週間などは、その他の学校付近の交

差点についても交通安全委員が総出で活動する。

（２）月２回の寮生通学路の交通安全活動については、寮生の交通安全委員が（１）と

同様に寮生と挨拶を交わし、一時停止を確認させている。

４ 効果

交通マナーの向上が行われ、外部からの苦情は５月以降ない。
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取 組 名 明豊パトロール 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒会、各クラス委員による交通安全啓発活動

学 校 名 明豊高等学校

取 組 の 概 要

１ ねらい

（１）生徒の交通安全への意識を高める。

（２）自動車・自転車の運転手へ交通安全に対する注意を喚起する。

２ 活動方法

（１）原則として、月に２回（１日と２０日）朝７時４５分から８時１０分

（２）場所は本学園周辺

正門前、正門前交差点などに分かれて立つ。（均等数に分かれる）

（３）参加者は、関係教職員、生徒会、各クラス委員、保護者

（４）参加生徒は、「たすき、横断旗、横断幕、交通安全のプレート」などを生徒会執行部から

受け取る。（着用、所持して活動する）

３ 活動内容

（１）生徒会執行部は全日程参加

（２）各クラス委員（委員長、風紀、美化、保健、図書、体育）が年２回委員別に決められた日

に参加する。

（３）交通安全指導と挨拶を行う。（通行するすべての人に挨拶をする）

・小学生、幼稚園児の横断の際には横断旗を使用して誘導する。

・自身の安全も考えて行う。（車道には出ない）

（４）別府警察署の交通課の方と協力して活動する場合がある。

特に、７月１６日には一斉交通安全登校指導を実施した（活動区域を広げて、教職員全員

と警察署数名の方と一緒に）

４ 効果

生徒が中心に行う活動であり、よりよい学校を目指し、互いに協力して交通安全に努める実

践的な態度を育てることにつながる。
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取 組 名
通学用自転車の駐輪整備及び自転車通学マナーアップの

分類 生徒会活動
呼びかけ

取組の特徴 生徒会執行部及び交通安全委員を中心とした通学用自転車の駐輪指導の実施

学 校 名 大分東明高等学校

取 組 の 概 要

１ 日時

８：００～８：２０ 毎日実施している。

（ただし、定期考査等、学校行事の関係で活動を休止することがある。）

２ 目的

（１）全校生徒の約３分の２が自転車通学生であるため、限られた駐輪スペースに整然

と駐輪することによって、環境整備を図る。

（２）ブレーキ・ライト等、通学用自転車の違反や故障の有無を確認、点検する。

（３）マナーアップを呼びかけ、自転車事故の防止を図る。

３ 活動内容

（１）生徒会執行部と交通安全委員会が、週番制で活動を実施する。

（本校は校舎が３つに分かれているため、それぞれの駐輪場所において、担当者が

作業に当たる。）

（２）自転車通学生に対して、自転車の整然とした駐輪を呼びかける。不備があれば、

自転車を移動させるなどして、環境整備に努める。また、自転車通行帯、スピー

ドの超過等にも注意を促す。

（３）自転車鑑札の有無を調べ、無許可自転車には注意、指導を行うこともある。

（４）交通安全委員会担当教員は活動の実施状況を把握し、違反行為があった場合には、

担任教員等と共に当該生徒への指導を行う。

４ 今後の課題

ここ数年の流行で、高校生が使用する自転車が高性能・高価格なものに変わってきて

いる。ロードバイクやクロスバイクは一般的な自転車より速度が出やすく、事故の危険

性も高まった。自転車の危険運転や迷惑走行が社会問題化している現状を鑑み、本校と

しても新たな取り組みを始めていかなければならないと考えている。
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交通安全教育報告書

取 組 名 交通委員の委員会活動 分類 生徒会活動

取組の特徴 交通委員会による外部行事の際や自転車検査による交通安全啓発活動

学 校 名 楊志館高等学校

取 組 の 概 要

１．ねらい

交通委員が主体的に交通安全啓発活動を行うことで、生徒の交通安全に対する意識の

高揚を図る

２．方法

交通委員会による外部行事の際や自転車ステッカー徹底による交通安全啓発活動の実

施

３．取組内容

（１）交通委員による外部活動の際の交通安全啓発活動

○ 現地集合が必要である外部での行事が多い本校において、生徒会交通委員会によ

る「現地での駐輪整理」「現地周辺の交通指導」の実施

（２）交通委員による校内での交通安全啓発活動

○ 交通委員による本校駐輪場における駐輪状態・ステッカーの確認調査の実施

○ 自転車の不備などがないかを交通委員が点検する
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交通安全教育報告書

取 組 名 交通委員による自転車車体検査 分類 生徒会活動

取組の特徴 各クラスの交通委員が車体チェック表に整備不良をチェックする

学 校 名 大分国際情報高等学校

取 組 の 概 要

１．日時

第１回 平成２５年５月２８日（火）

第２回 平成２５年９月 ６日（金）

第３回 平成２６年１月１０日（金）※予定

全て１５時１０分より

２．ねらい

各クラスの交通委員がブレーキ・ライト・ベルを始めとし、その他９項目をチェ

ックし、担任へ報告する。１週間後、担任及び交通担当教員が再度チェックをし改

善したかのチェックを行う。

改善されていれば通学使用を許可するが、改善されていない場合は保護者へ連絡

をし直ちに改善してもらう。

３．活動内容

各クラスの交通委員２名でクラスの自転車通学生の自転車を、チェック表に従っ

てチェックを行い担任へ報告を行う。

交通委員の報告を基に整備不良の改善を図る。

４．効果

生徒会として活動が定着しており、最近は整備不良の自転車はほとんど無いと言

ってよい。
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交通安全教育報告書

取 組 名 登下校指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 校門に生徒会（週番生）が立ち、校内は自転車は押す呼びかけ

学 校 名 大分国際情報高等学校

取 組 の 概 要

１．日時

毎日（定期考査中を除き、通年で行う）

２．ねらい

本校は全て正門より登下校しており、自転車通学生と歩いての通学生が同時刻に

正門をくぐるようになり、安全のため自転車は校内では押すように指導する。

３．活動内容

あいさつ運動と平行して正門前で自転車からは下車し、押して駐輪場まで移動す

るよう呼びかけ、下校時も正門までは押して出るよう呼びかける。

４．効果

校内で自転車通学生と歩行通学生が接触した事等は全くなく、今まで遅刻してい

た生徒も自転車を押して駐輪場まで移動しなければならないので、早く登校するよ

うになった。
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交通安全教育報告書

取 組 名 登校指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 交通委員及び教員による登校指導

学 校 名 大分国際情報高等学校

取 組 の 概 要

１．日時

１ヶ月に１度、通年で行う。

毎月２０日（休日の場合は前日）

１１月は保護者参加（２０名程度）

８時００分～８時２０分（生徒、クラス担任教諭）

７時５０分～８時３０分（保護者、クラス担任教諭以外の教諭）

２．ねらい

自転車の並列走行等の指導及び歩行者（生徒）もいるので気を配りながら通学す

るよう指導する。

本年度一番の指導目標はヘッドフォンをしたまま自転車通学をする生徒への指導

である。

３．活動内容

自転車を止め、指導を行う。（生徒自身は違反である事を理解している）

４．効果

私たちの目の届く所では少なくなってきているが、そうでない場合はまだまだ不

安である。

ヘッドフォンについての指導は引き続き行わなければならない。
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交通安全教育報告書

取 組 名 登下校時の横断歩道の安全誘導と校門指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 朝夕の横断歩道の安全誘導と交通安全指導

学 校 名 昭和学園高等学校

取 組 の 概 要

Ⅰ 日 時

○ 登校時は毎朝、生徒が登校する日は全て実施。

実施時間は、７：４５～８：２０

○ 下校時は、不定期に実施。

実施時間は、１５：２０～１６：１５

Ⅱ 活動内容

○ 生徒会の週番委員会が、学年ごとにローテーションを組み、毎朝、校門付近の横断歩道

の安全誘導を行い、生徒の安全確保に努める。また、平行して挨拶指導や服装指導を行う。

○横断歩道を横断する際のマナーや自転車の左側通行を徹底させ、交通安全を守る規範意識

を涵養する。

Ⅲ 効 果

○ １２月１日より、自転車の使用に対して道路交通法の改正が行われ、厳格化が実施され

たが、本校の生徒は左側運転が当然のものという意識が根付いている。

○ 本校の校門付近にある横断歩道は、通勤時間帯の交通量が非常に多く、以前から生徒の

横断時の危険性はもとより、横断がスムーズに行われない場合、渋滞の原因にもなってい

た。

この活動は始まって６年以上が経過するが、現在では、生徒の交通安全意識が向上し、

地域の方からも高い評価を得ている。

自転車の横断時の様子 校門指導の様子
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交通安全教育報告書

取 組 名 朝の交通指導 分類 生徒会活動

取組の特徴 交通委員による交通安全啓発活動

学 校 名 柳ヶ浦 高等学校

取組の概要

１．日時

学校の交差点近く 月に１度程度

実施時間 ７：５０～８：２５

２．ねらい

生他会を中心に交通委員と協力し、生徒一人ひとりに交通安全対する意識の高揚を図る。

３．活動内容

生徒会と各クラスの交通委員が協力し、登校してくる生徒に交通安全に対する声かけをする。

交通に関する横断幕や幟を立てて一般の方にも見てもらう。
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交通安全教育報告書

取 組 名 朝の挨拶運動 分類 生徒会活動

取組の特徴 生徒会による朝の挨拶運動を通して、交通マナーの向上を促す。

学 校 名 柳ヶ浦 高等学校

取組の概要

１．日時

学校正門 毎日

実施時間 ８：２０～８：３５

２．ねらい

柳ヶ浦駅から本校までの道路（県道５２６号線）は登下校時、特に登校時は小学生と一緒に

狭い歩道を通っており、また、一般車両の交通量も多く非常に危険である為、挨拶運動を通し

て交通マナーの向上を促し事故防止に努める。

３．活動内容

生他会による朝の挨拶運動時に、交通マナーの悪い生徒に対して注意をする。
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交通安全教育報告書

取 組 名 ＹＧＧ（柳高・がっちり・ガード） 分類 生徒会活動

取組の特徴 地元警察署と連携した生徒会による交通安全啓発活動

学 校 名 柳ヶ浦 高等学校

取組の概要

１．日時

柳ヶ浦駅 学期に 1 度程度

実施時間 ７：５０～８：２０

２．ねらい

本校では列車通学生が多いので、柳ヶ浦駅で実施。

生他会を中心に地元警察署と連携することにより、生徒一人ひとりに交通安全や防犯に対す

る意識の高揚を図る。

３．活動内容

生徒会と各クラスの風紀委員それに、地元警察署に協力して頂き、一般客の迷惑にならない

ように注意しながら、改札口に並んで交通安全や防犯に対する声かけをし、警察署から頂いた

自転車用のワイヤー錠を配布する。


